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RX63Tグループ 
コンパレータ検出による POEの PWM出力遮断方法について 

要旨 
本アプリケーションノートは、RX63Tグループの汎用 PWMタイマ（GPT）を使用した相補 PWM（Pulse Width 

Modulation）波形を 3相出力します。12ビット A/Dコンバータ（S12ADB）のコンパレータ機能を使用して
コンパレータ検出によりポートアウトプットイネーブル 3（POE3）を動作させ、PWMの出力を遮断する方
法について説明しています。本機能は、監視している電圧に異常を検出した際のフェールセーフとしてモー

タ制御を停止する等に使用することができます。 

 

対象デバイス 
RX63Tグループ 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。 
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1. 仕様 
本タスク例では、GPTにより相補 PWM波形 3相を出力します。12ビット A/Dコンバータ（S12ADB）の
コンパレータ機能を使用します。コンパレータにより安全な電圧範囲外の電圧が検出された場合、ポートア

ウトプットイネーブル 3（POE3）を動作させ、PWMの出力を遮断します。復帰例としてコンパレータによ
り再び安全な電圧範囲の電圧が検出された場合、PWMの出力を開始します。以下に、本タスク例の仕様を示
します。 
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GTIOC1B
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Hi-Z
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＜監視電圧が安全な電圧範囲内＞

＜監視電圧が安全な電圧範囲外＞

 

図1.1 使用例 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、表 2.1に示す条件で動作を確認しています。 

 
表2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン R5F563T6EDFM（RX63Tグループ） 
動作周波数 • メインクロック: 16.0MHz 

• PLL: 192MHz (メインクロック 1分周 12逓倍) 
• システムクロック(ICLK): 96MHz (PLL 2分周) 
• タイマモジュールクロック(PCLKA): 96MHz (PLL 2分周) 
• 周辺モジュールクロック B (PCLKB): 48MHz (PLL 4分周) 
• S12AD用クロック (PCLKD): 48MHz (PLL 4分周) 
• FlashIFクロック (FCLK): 48MHz (PLL4分周) 

動作電圧 3.3V 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 

High-performance Embedded Workshop Version 4.09.01.007 
Cコンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 

RX Standard Toolchain Version 1.2.1.0 
コンパイルオプション 
（統合開発環境のデフォルト設定を使用しています） 

iodefine.hのバージョン 2.00 
エンディアン リトルエンディアン 
動作モード シングルチップモード 
プロセッサモード スーパバイザモード 
サンプルコードのバージョン Version 1.00 
使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX63T（製品型名：R0K50563TS000BE） 
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3. ハードウェア説明 

3.1 使用端子一覧 
表 3.1に使用端子と機能を示します。 

 
表3.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 
P33 出力 異常検出を示す LED制御 
P71/GTIOC0A 出力 三角波 3相相補 PWM出力端子 1 
P72/GTIOC1A 出力 三角波 3相相補 PWM出力端子 2 
P73/GTIOC2A 出力 三角波 3相相補 PWM出力端子 3 
P74/GTIOC0B 出力 三角波 3相相補 PWM出力端子 1’（1の逆相） 
P75/GTIOC1B 出力 三角波 3相相補 PWM出力端子 2’（2の逆相） 
P76/GTIOC2B 出力 三角波 3相相補 PWM出力端子 3’（3の逆相） 
P40/AN000 入力 アナログ入力端子 
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4. ソフトウェア説明 

4.1 動作概要 

4.1.1 コンパレータ検出による POEの PWM出力遮断方法 
• GPTは、3相の相補 PWM波形を出力します。 
• 12ビット A/Dコンバータは、AN000端子で電圧を内部電源のウィンドウコンパレータで監視します。 
• 動作例を図 4.1に示します。 
 
① 監視する電圧が上限値を上回った場合（コンパレータ割り込み発生後、A/D変換により判定） 

• GPTタイマ出力を Hi-Z制御し、タイマカウンタをストップ＆クリアします。 
• この時、割り込みを発生させ、異常検出を示す LEDを点灯します。 
※ サンプルコードでは、割り込み処理内で②の動作を実現するため、動作モードを Lowレベルコ
ンパレータに設定し、安全を検出する基準値を設定します。 

② 監視する電圧が上限値を上回ってから、安全を検出する基準値のコンパレータ検出をした場合 
• この時、割り込みを発生させ、異常検出を示す LED消灯後、GPTタイマ出力の Hi-Zを解除し、GPT
タイマをスタートします。 
※ 異常電圧検出後の復帰例としています。サンプルコードでは、割り込み処理内で①または③の動
作を実現するため、動作モードをウィンドウコンパレータに設定し、異常を検出する上限値、下

限値を設定します。 
③ 監視する電圧が下限値を下回った場合（コンパレータ割り込み発生後、A/D変換により判定） 

• モータ用タイマ出力を Hi-Z制御し、タイマカウンタをストップ＆クリアします。 
• この時、割り込みを発生させ、異常検出を示す LEDを点灯します。 
※ サンプルコードでは、割り込み処理内で④の動作を実現するため、動作モードを Highレベルコ
ンパレータに設定し、安全を検出する基準値を設定します。 

④ 監視する電圧が下限値を下回ってから、安全を検出する基準値のコンパレータ検出をした場合 
• この時、割り込みを発生させ、異常検出を示す LED消灯後、GPTタイマ出力の Hi-Zを解除し、GPT
タイマをスタートします。 
※ 異常電圧検出後の復帰例としています。サンプルコードでは、割り込み処理内で①または③の動
作を実現するため、動作モードをウィンドウコンパレータに設定し、異常を検出する上限値、下

限値を設定します。 
 
なお、監視する電圧が上限値を上回ったまたは下限値を下回った直後、安全を検出する基準値に戻った場

合（コンパレータ割り込み発生後、A/D変換により判定）は、②または④の動作となります。 
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図4.1 コンパレータ検出による POEの PWM出力遮断方法の動作例 
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4.2 ファイル構成 
表 4.1にサンプルコードで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイルの
うち、内容を変更していないファイルは除きます。 

 
表4.1 サンプルコードで使用するファイル 

ファイル名 概要 備考 
r_init_stop_module.h RX63Tグループ 初期設定例のプログラム 詳細は RX63Tグループ初期設

定例のアプリケーションノート

を参照してください。 
r_init_stop_module.c 
r_init_clock.h 
r_init_clock.c 
r_init_non_existent_
port.h 
r_init_non_existent_
port.c 
intprg.c ベクタ関数の定義 

コンパレータ割り込み関数を追加 
 

main.c メイン処理、GPT初期設定、S12ADB初期設定、
POE3初期設定、ICU初期設定、監視電圧の確認、
コンパレータ割り込み処理 

 

 
 

4.3 オプション設定メモリ 
表 4.2にサンプルコードで使用するオプション設定メモリの状態を示します。必要に応じて、お客様のシス
テムに最適な値を設定してください。 

 
表4.2 サンプルコードで使用するオプション設定メモリ 

シンボル アドレス 設定値 内容 
OFS0 FFFF FF8Fh - FFFF FF8Ch FFFF FFFFh リセット後、IWDTは停止 

リセット後、WDTは停止 
OFS1 FFFF FF8Bh – FFFF FF88h FFFF FFFFh リセット後、電圧監視リセット 0無効 
MDES(*1) FFFF FF83h – FFFF FF80h  

FFFF FFFFh 
FFFF FFF8h 

（シングルチップモード時） 
リトルエンディアン 
ビッグエンディアン 

【注】 *1 本サンプルコードの設定はリトルエンディアンです。エンディアンの切り替えは5.1エンディアン
を参照ください。 
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4.4 定数一覧 
表 4.3にサンプルコードで使用する定数を示します。 

 
表4.3 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 
LOW 0 Lowレベル定義 
HIGH 1 Highレベル定義 
NORMAL 2 正常レベル定義 
S12AD_DATA_MAX 0FFFh 12ビット A/D変換結果最大値 
GPT_CYCLE 029Fh GPT周期の設定値 
GPT_GTIOC0A 023Fh GTIOC0Aの出力切り替えタイミング 
GPT_GTIOC0B 01DFh GTIOC0Bの出力切り替えタイミング 
GPT_GTIOC1A 017Fh GTIOC1Aの出力切り替えタイミング 
GPT_GTIOC1B 011Fh GTIOC1Bの出力切り替えタイミング 
GPT_GTIOC2A 00BFh GTIOC2Aの出力切り替えタイミング 
GPT_GTIOC2B 005Fh GTIOC2Bの出力切り替えタイミング 
CMP_MD_NOT_USE 0 コンパレータを使用しない設定 
CMP_MD_LOW 1 Lowレベルコンパレータ設定 
CMP_MD_HIGH 2 Highレベルコンパレータ設定 
CMP_MD_WINDOW 3 ウィンドウコンパレータ設定 
DANGER_RANGE_H 7 異常電圧を検出する正常電圧の上限設定 
DANGER_RANGE_L 1 異常電圧を検出する正常電圧の下限設定 
NORMAL_FROM_H 6 上限を上回った後、正常電圧に復帰とする 

レベル設定 
NORMAL_FROM_L 2 下限を下回った後、正常電圧に復帰とする 

レベル設定 
 
 

4.5 関数一覧 
表 4.4に関数を示します。 

 
表4.4 関数 

関数名 概要 
main メイン処理 
icu_init ICU初期化関数 
gpt0_init GPT初期化関数 
s12ad_init S12AD初期化関数 
poe_init POE初期化関数 
mpc_gpt_init GPT用 MPC初期設定関数 
mpc_s12ad_init S12AD用 MPC初期設定関数 
mpc_init MPC初期設定関数 
pmr_gpt_init GPT用 PMR初期設定関数 
check_High_or_Low 監視電圧の確認関数 
cmp0_interrupt コンパレータ割り込み関数 
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4.6 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

 
main 
概 要 メイン関数 
ヘッダ なし 
宣 言 void main (void) 
説 明 本関数は、以下の処理をします。 

• モジュールストップ状態への遷移設定 
• 存在しないポートの初期設定（64pin版） 
• クロック設定 
（システムクロック（ICLK）、タイマモジュールクロック（PCLKA）、 
周辺モジュールクロック（PCLKB）、S12AD用クロック（PCLKD）） 

• LEDを消灯 
• GPT初期化 
• S12AD初期化 
• POE初期化 
• MPC初期化 
• ICU初期化 
• 割り込み許可 
• GPT0～2をカウントスタート 

引 数 なし  
リターン値 なし 

 
 
icu_init 
概 要 ICU初期化関数 
ヘッダ なし 
宣 言 static void icu_init (void) 
説 明 本関数は、以下の処理をします。 

• 割り込み要求フラグをクリア 
• 割り込みプライオリティを設定 
• 割り込み許可設定 

引 数 なし  
リターン値 なし 
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gpt0_init 
概 要 GPT初期化関数 
ヘッダ なし 
宣 言 static void gpt0_init (void) 
説 明 本関数は、以下の処理をします。 

• GPTのモジュールスタンバイを解除 
• GPT0～2を三角波 PWMモード 1に設定 
• GPT0～2の GTCNTをアップカウントに設定 
• GPT0～2のクロックソースを PCLKAに設定 
• GPT0～2の GTPRに周期を設定 
• GPT0～2の GTCNTをクリア 
• GPT0～2のカウントストップ・クリア要因を AN000用コンパレータ検出に設定 
• GPT0～2をハードウェア要因の立ち下がりエッジでカウンタクリアに設定 
• GPT0～2をハードウェア要因の立ち下がりエッジでカウンタストップに設定 
• GPT0～2の GTIOCnA（n=0,1,2）端子の初期出力 Low、周期の終わりで出力保持 

GTCCRAのコンペアマッチでトグル出力、カウント停止時の出力を Lowに設定 
• GPT0～2の GTIOCnB（n=0,1,2）端子の初期出力 High、周期の終わりで出力保持 

GTCCRBのコンペアマッチでトグル出力、カウント停止時の出力を Highに設定 
• GPT用 MPC初期設定 
• PMR初期設定関数 
• GTIOC0A、GTIOC0B、GTIOC1A、GTIOC1B、GTIOC2A、GTIOC2Bの出力許可 
• GPT0～2のコンペアマッチレジスタに設定 
• GPT0～2レジスタへの書き込み禁止 

引 数 なし  
リターン値 なし 

 
 
s12ad_init 
概 要 S12AD初期化関数 
ヘッダ なし 
宣 言 static void s12ad_init (void) 
説 明 本関数は、以下の処理をします。 

• S12ADのモジュールスタンバイを解除 
• コンパレータ Low側基準電圧に内部電圧を選択し、リファレンス電圧を設定 
• コンパレータ High側基準電圧に内部電圧を選択し、リファレンス電圧を設定 
• AN000用コンパレータノイズキャンセルフィルタを設定 
• AN000用コンパレータ検出フラグをクリア 
• AN000用コンパレータ検出割り込みを許可 
• AN000用コンパレータをウィンドウコンパレータに設定 

引 数 なし  
リターン値 なし 
備考 なし 
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poe_init 
概 要 POE初期化関数 
ヘッダ なし 
宣 言 static void poe_init (void) 
説 明 本関数は、以下の処理をします。 

• GPT0,1のハイインピーダンス制御条件に CFLAGを追加 
• GPT2,3のハイインピーダンス制御条件に CFLAGを追加 
• GPT0,1,2,3のハイインピーダンス制御を許可 

引 数 なし  
リターン値 なし 
備考 なし 

 
 
mpc_gpt_init 
概 要 GPT用 MPC初期設定関数 
ヘッダ なし 
宣 言 void mpc_gpt_init(void) 
説 明 MPCで各端子を下記の機能に設定します。 

• P76 → GTIOC2B 
• P75 → GTIOC1B 
• P74 → GTIOC0B 
• P73 → GTIOC2A 
• P72 → GTIOC1A 
• P71 → GTIOC0A 

引 数 なし  
リターン値 なし 
備考 なし 

 
 
mpc_s12ad_init 
概 要 S12AD用 MPC初期設定関数 
ヘッダ なし 
宣 言 void mpc_s12ad_init(void) 
説 明 MPCで各端子を下記の機能に設定します。 

• P40 → AN000 
引 数 なし  
リターン値 なし 
備考 なし 
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mpc_init 
概 要 MPC初期設定関数 
ヘッダ なし 
宣 言 void mpc_ init(void) 
説 明 • S12AD用 MPC初期設定 
引 数 なし  
リターン値 なし 
備考 なし 

 
 
pmr_gpt _init 
概 要 GPT用 PMR初期設定関数 
ヘッダ なし 
宣 言 void pmr_gpt _init(void) 
説 明 GPT用 PMRの初期設定を行います。 

• P76、P75、P74、P73、P72、P71を周辺機能として使用 
引 数 なし  
リターン値 なし 
備考 なし 

 
 
check_High_or_Low 
概 要 監視電圧の確認関数 
ヘッダ なし 
宣 言 static uint8_t check_High_or_Low (void) 
説 明 本関数は、以下の処理をします。 

• AN000を A/D変換対象に選択 
• AN000端子の A/D変換を開始し、A/D変換結果を取得 
• 安全な電圧範囲の上限を上回ったか、下限を下回った検出かを判定 
• 安全な電圧範囲内かを判定 
• AN000を A/D変換対象から外す 

引 数 なし  
リターン値 High：上限を上回った、Low：下限を下回った、NORMAL：安全な電圧範囲内 
備考 なし 
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cmp0_int 
概 要 コンパレータ割り込み関数 
ヘッダ なし 
宣 言 void cmp0_interrupt (void) 
説 明 本関数は、以下の処理をします。 

• コンパレータを使用しないに設定 
• 監視電圧の確認 
 
＜安全な電圧範囲内を検出＞ 
• LEDを消灯 
• コンパレータ High側基準電圧のリファレンス電圧を設定 
• コンパレータ Low側基準電圧のリファレンス電圧を設定 
• ウィンドウコンパレータに設定 
• GPT0～2のカウントスタート 
 
＜安全な電圧範囲外を検出＞ 
• LEDを点灯 
 ＜下限を下回った時＞ 

• コンパレータ High側基準電圧のリファレンス電圧を設定 
• Highレベルコンパレータに設定（安全な電圧範囲に戻ることを検出） 
 ＜上限を上回った時＞ 

• コンパレータ Low側基準電圧のリファレンス電圧を設定 
• Lowレベルコンパレータに設定（安全な電圧範囲に戻ることを検出） 

 
• AN000コンパレータ検出フラグをクリア 

引 数 なし  
リターン値 なし 
備考 なし 
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4.7 フローチャート 

4.7.1 メイン関数 
図 4.2にメイン関数のフローチャートを示します。 

main

・システムクロック ICLK = 96MHz
・タイマモジュールクロック PCLKA = 96MHz
・周辺モジュールクロック PCLKB = 48MHz
・S12AD用クロック PCLKD = 48MHz

クロック初期設定
R_INIT_Clock()

存在しないポートの初期設定
R_INIT_NonExistentPort() ・存在しないポートの初期設定（64pin版）

LED消灯
PODRレジスタ
ビット3 ← 1　　　　：P33の出力データをHighに設定

PDRレジスタ
ビット3 ← 1　　　　：P33を出力端子に設定

リセット後に動作している

周辺機能の停止
R_INIT_module_stop()

・モジュールスタンバイ状態への遷移設定

GPT0～2のカウント動作 GPT.GTSTRレジスタ ← 0007h（OR論理）
CST2ビット = 1  :GPT2.GTCNTカウント動作
CST1ビット = 1  :GPT1.GTCNTカウント動作
CST0ビット = 1        :GPT0.GTCNTカウント動作

GPT初期化関数gpt0_init

S12AD初期化関数s12ad_init

POE初期化関数poe_init

MPC初期設定関数mpc_init

ICU初期化関数icu_init

GPT0～2のCSTビット
書き込み禁止

GPT.GTSWPレジスタ ← 0007h（OR論理）
SWP2ビット = 1  :GTSTR.CST2ビット書き込み禁止
SWP1ビット = 1  :GTSTR.CST1ビット書き込み禁止
SWP0ビット = 1        :GTSTR.CST0ビット書き込み禁止

 

図4.2 メイン関数 
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4.7.2 ICU初期化関数 
図 4.3にICU初期化関数のフローチャートを示します。 

icu_init

コンパレータ0割り込み要求
フラグをクリア

コンパレータ0割り込み
プライオリティを設定

IPR171レジスタ ← 01h : 割り込み優先レベルを1に設定

IR171レジスタ ← 00h

コンパレータ0割り込み許可 IER15レジスタ
IEN3ビット = 1         　：コンパレータ0割り込み許可

return
 

図4.3 ICU初期化関数 
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4.7.3 GPT初期化関数 
図 4.4、図 4.5、図 4.6にGPT初期化関数 1、GPT初期化関数 2、GPT初期化関数 3のフローチャートを示し
ます。 

gpt0_init

GPTチャネル0～2の
動作モード設定

GPTチャネル0～2の
カウント方向設定

GPT0.GTUDCレジスタ
UDビット = 1         :GTCNTカウンタをアップカウントに設定

GPT1.GTUDCレジスタ
UDビット = 1         :GTCNTカウンタをアップカウントに設定

GPT2.GTUDCレジスタ
UDビット = 1         :GTCNTカウンタをアップカウントに設定

GPT0.GTCRレジスタ
MDビット = 100b   :三角波PWMモード1

GPT1.GTCRレジスタ
MDビット = 100b   :三角波PWMモード1

GPT2.GTCRレジスタ
MDビット = 100b   :三角波PWMモード1

GPTチャネル0～2の
周期設定

GPT0.GTPRレジスタ ← 周期にGPT_CYCLEを設定
GPT1.GTPRレジスタ ← 周期にGPT_CYCLEを設定
GPT2.GTPRレジスタ ← 周期にGPT_CYCLEを設定

GPTチャネル0～2の
カウントクロックを選択

GPT0.GTCRレジスタ
TPCSビット = 0        :PCLKAに設定

GPT1.GTCRレジスタ
TPCSビット = 0        :PCLKAに設定

GPT2.GTCRレジスタ
TPCSビット = 0        :PCLKAに設定

GPTチャネル0～2の
カウンタ初期値設定

GPT0.GTHCCRレジスタ
 CCSW0ビット = 1    :GTCNTをクリアに設定
GPT1.GTHCCRレジスタ
 CCSW0ビット = 1    :GTCNTをクリアに設定
GPT2.GTHCCRレジスタ
 CCSW0ビット = 1    :GTCNTをクリアに設定

1

プロテクトを解除

モジュールストップ解除
MSTPCRAレジスタ

MSTPA7ビット   ← 0 :GPTユニット0のモジュールストップを解除

PRCRレジスタ ← A502h
PRC1ビット = 1  :消費電力低減機能関連レジスタへの

       書き込みを許可

プロテクトを設定
PRCRレジスタ ← A500h

PRC1ビット = 0   ：消費電力低減機能関連レジスタへの
       書き込みを禁止

 

図4.4 GPT初期化関数 1 
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1

GTIOC端子機能設定 GPT0.GTIORレジスタ
GTIOAビット = 000011b  :初期出力Low、周期終わりで出力保持、

GTCCRAのコンペアマッチでトグル出力
OADFLTビット = 0           :カウント停止時、GTIOC0A端子から

Low出力
GTIOBビット = 010011b  :初期出力High、周期終わりで出力保持、

GTCCRBのコンペアマッチでトグル出力
OBDFLTビット = 1           :カウント停止時、GTIOC0B端子から

High出力
GPT1.GTIORレジスタ

GTIOAビット = 000011b  :初期出力Low、周期終わりで出力保持、
GTCCRAのコンペアマッチでトグル出力

OADFLTビット = 0           :カウント停止時、GTIOC1A端子から
Low出力

GTIOBビット = 010011b  :初期出力High、周期終わりで出力保持、
GTCCRBのコンペアマッチでトグル出力

OBDFLTビット = 1           :カウント停止時、GTIOC1B端子から
High出力

GPT2.GTIORレジスタ
GTIOAビット = 000011b  :初期出力Low、周期終わりで出力保持、

GTCCRAのコンペアマッチでトグル出力
OADFLTビット = 0           :カウント停止時、GTIOC2A端子から

Low出力
GTIOBビット = 010011b  :初期出力High、周期終わりで出力保持、

GTCCRBのコンペアマッチでトグル出力
OBDFLTビット = 1           :カウント停止時、GTIOC2B端子から

High出力

GPTチャネル0～2の
ハードウェアカウント

ストップ/クリア設定

GPT.GTHCCRレジスタ
 CCHW0ビット = 10b  :ハードウェア要因の立ち下がりエッジで

  チャネル0のカウンタクリア
 CCHW1ビット = 10b  :ハードウェア要因の立ち下がりエッジで

  チャネル1のカウンタクリア
 CCHW2ビット = 10b  :ハードウェア要因の立ち下がりエッジで

  チャネル2のカウンタクリア

GPT.GTHSCRレジスタ
 CPHW0ビット = 10b  :ハードウェア要因の立ち下がりエッジで

  カウンタストップ
 CPHW1ビット = 10b  :ハードウェア要因の立ち下がりエッジで

  カウンタストップ
 CPHW2ビット = 10b  :ハードウェア要因の立ち下がりエッジで

  カウンタストップ

GPTチャネル0～2の
ハードウェア要因の動作設定

GPT.GTHPSRレジスタ
 CSHPL0ビット = 0000b  :AN000用コンパレータ検出
 CSHPL1ビット = 0000b  :AN000用コンパレータ検出
 CSHPL2ビット = 0000b  :AN000用コンパレータ検出

2

 

図4.5 GPT初期化関数 2 
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2

GPTチャネル0～2の
GTIOC端子出力許可設定

GPT0.GTONCRレジスタ
 OAEビット = 1            :GTIOC0A端子出力を許可
 OBEビット = 1            :GTIOC0B端子出力を許可
GPT1.GTONCRレジスタ
 OAEビット = 1            :GTIOC1A端子出力を許可
 OBEビット = 1            :GTIOC1B端子出力を許可
GPT2.GTONCRレジスタ
 OAEビット = 1            :GTIOC2A端子出力を許可
 OBEビット = 1            :GTIOC2B端子出力を許可

GPTチャネル0～2の
コンペマッチ値設定

各端子の切り替わりポイントを設定

GPT0.GTCCRAレジスタ ← GPT_GTIOC0Aを設定
GPT0.GTCCRBレジスタ ← GPT_GTIOC0Bを設定
GPT1.GTCCRAレジスタ ← GPT_GTIOC1Aを設定
GPT1.GTCCRBレジスタ ← GPT_GTIOC1Bを設定
GPT2.GTCCRAレジスタ ← GPT_GTIOC2Aを設定
GPT2.GTCCRBレジスタ ← GPT_GTIOC2Bを設定

mpc_gpt_init GPT用MPC初期設定関数

pmr_gpt_init GPT用PMR初期設定関数

GPTチャネル0～2の
レジスタへの書き込み禁止

return

GPT.GTWPレジスタ ← 0007h（OR論理）
WP0ビット = 1            :GPT0レジスタへの書き込み禁止
WP1ビット = 1            :GPT1レジスタへの書き込み禁止
WP2ビット = 1            :GPT2レジスタへの書き込み禁止

 

図4.6 GPT初期化関数 3 
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4.7.4 S12AD初期化関数 
図 4.7にS12AD初期化関数のフローチャートを示します。 

s12ad_init

コンパレータ0基準電圧の
印加方法を設定

コンパレータ0検出結果用ノイズ
キャンセルフィルタ設定

ADCMPNR0レジスタ
C000NRビット = 1011b : AN000用コンパレータ検出結果を

 PCLK/8で16回サンプリングに設定

ADCMPMD1レジスタ
VSELL0ビット = 1  : Low側基準電圧をREFLビットで指定
VSELH0ビット = 1 : High側基準電圧をREFHビットで指定
REFLビット = DANGER_RANGE_L   : Low側基準電圧を設定
REFHビット = DANGER_RANGE_H  : High側基準電圧を設定

コンパレータの動作モードを設定

return

AN000用コンパレータ
検出フラグをクリア

ADCMPFRレジスタ
C000FLGビット = 0 : AN000用コンパレータ検出フラグをクリア

AN000用コンパレータ
検出割り込みを許可

ADCMPSELレジスタ
IE000ビット = 1   : AN000用コンパレータ検出割り込みを許可

ADCMPMD0レジスタ
CEN000ビット = CMP_MD_WINDOW  : AN000用コンパレータの

動作モードを設定

プロテクトを解除

モジュールストップ解除
MSTPCRAレジスタ

MSTPB24ビット ← 0 :S12AD制御部のモジュールストップを解除
MSTPB17ビット ← 0 :S12ADのモジュールストップを解除

PRCRレジスタ ← A502h
PRC1ビット = 1  :消費電力低減機能関連レジスタへの

       書き込みを許可

プロテクトを設定
PRCRレジスタ ← A500h

PRC1ビット = 0   ：消費電力低減機能関連レジスタへの
       書き込みを禁止

 

図4.7 S12AD初期化関数 
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4.7.5 POE初期化関数 
図 4.8にPOE初期化関数のフローチャートを示します。 

poe_init

GPT0～2のハイインピーダンス
制御条件を設定

GPT0～2のハイインピーダンス
制御を許可

POECR3レジスタ
GPT2ABZEビット = 1 :GPT CH2ABハイインピーダンスを

許可に設定

GPT1ABZEビット = 1 :GPT CH1ABハイインピーダンスを
許可に設定

GPT0ABZEビット = 1 :GPT CH0ABハイインピーダンスを
許可に設定

POECR6レジスタ
CMADDGPT23ZEビット = 1 :GPT CH23ハイインピーダンス

制御にCFLAGを追加
CMADDGPT01ZEビット = 1 :GPT CH01ハイインピーダンス

制御にCFLAGを追加

return  

図4.8 POE初期化関数 

 

4.7.6 GPT用 MPC初期設定関数 
図 4.9にGPT用MPC初期設定関数のフローチャートを示します。 

PWPRレジスタ   ：B0WIビットをクリアした後、PFSWEビットをセット
B0WIビット ← 0
PFSWEビット ← 1

GPT用MPCの設定 P76PFSレジスタ
PSEL[4：0]ビット ← 00110b ：P76端子→GTIOC2B端子に設定

P75PFSレジスタ
PSEL[4：0]ビット ← 00110b ：P75端子→GTIOC1B端子に設定

P74PFSレジスタ
PSEL[4：0]ビット ← 00110b ：P74端子→GTIOC0B端子に設定

P73PFSレジスタ
PSEL[4：0]ビット ← 00110b ：P73端子→GTIOC2A端子に設定

P72PFSレジスタ
PSEL[4：0]ビット ← 00110b ：P72端子→GTIOC1A端子に設定

P71PFSレジスタ
PSEL[4：0]ビット ← 00110b ：P71端子→GTIOC0A端子に設定

PWPRレジスタ   ：PFSWEビットをクリアした後、B0WIビットをセット
PFSWEビット ← 0
B0WIビット ← 1

return

プロテクトを解除

プロテクトを設定

mpc_gpt_init

 

図4.9 GPT用 MPC初期設定関数 
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4.7.7 S12AD用 MPC初期設定関数 
図 4.10にS12AD用MPC初期設定関数のフローチャートを示します。 

PWPRレジスタ         ：B0WIビットをクリアした後、PFSWEビットをセット
B0WIビット ← 0
PFSWEビット ← 1

S12AD用MPCの設定 P40PFSレジスタ
ASELビット ← 1    ：P40端子→AN000端子に設定

PWPRレジスタ          ：PFSWEビットをクリアした後、B0WIビットをセット
PFSWEビット ← 0
B0WIビット ← 1

return

プロテクトを解除

プロテクトを設定

mpc_s12ad_init

 

図4.10 S12AD用 MPC初期設定関数 

 

4.7.8 MPC初期設定関数 
図 4.11にMPC初期設定関数のフローチャートを示します。 

S12AD用MPC初期設定

return

mpc_init

mpc_s12ad_init

 

図4.11 MPC初期設定関数 

 

4.7.9 GPT用 PMR初期設定関数 
図 4.12にGPT用 PMR初期設定関数のフローチャートを示します。 

PMRの設定 PORT7.PMRレジスタ ← 7Eh   ：P76～P71端子を周辺機能端子として使用

pmr_gpt_init

return
 

図4.12 GPT用 PMR初期設定関数 
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4.7.10 監視電圧の確認関数 
図 4.13に監視電圧の確認関数のフローチャートを示します。 

check_High_or_Low

A/D変換を停止

A/D変換チャネルを設定 ADANSAレジスタ
ANSA[7:0]ビット = 00000001b : AN000を変換対象に設定

ADCSRレジスタ
ADSTビット = 0  : A/D変換を停止

return (check_result)

A/D変換を開始 ADCSRレジスタ
ADSTビット = 1  : A/D変換を開始

A/D変換終了待ち ADCSRレジスタの読み出し
ADSTビット        0 : A/D変換終了 1 : A/D変換中

A/D変換結果の読み出し ADDR0レジスタの読み出し

上限を上回った？

check_result = High check_result = Low

A/D変換チャネルを
対象外に設定

No

Yes

ADANSAレジスタ
ANSA[7:0]ビット = 00000000b : AN000を変換対象外に設定

[ローカル変数]
check_result  : 判定結果を格納

下限を下回った？
No（安全な電圧範囲内）

Yes

check_result = NORMAL

 

図4.13 監視電圧の確認関数 
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4.7.11 コンパレータ割り込み関数 
図 4.14にコンパレータ割り込み関数のフローチャートを示します。 

cmp0_interrupt

return

コンパレータ0検出フラグを
クリア

何を検出？
安全な電圧範囲外

安全な電圧範囲内

High側基準電圧に異常領域を
検出する正常電圧の上限を設定

Low側基準電圧に異常領域を
検出する正常電圧の下限を設定

ウィンドウコンパレータに設定

GPT.CST2～0ビットの
書き込み許可

GPT0～2のカウント動作

GPT.CST2～0ビットの
書き込み禁止

LED消灯

コンパレータを使用しないに設定

監視電圧の確認

下限を下回った？

High側基準電圧に安全な
電圧範囲に復帰とするレベル設定

Low側基準電圧に安全な
電圧範囲に復帰とするレベル設定

No（上限を上回った）

Yes

Highレベルコンパレータに設定 Lowレベルコンパレータに設定

LED点灯

 

図4.14 コンパレータ割り込み関数 
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5. 注意事項 

5.1 エンディアン 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、リトルエンディアン/ビッグエンディアンの両方に対応し
ています。 

 

5.1.1 リトルエンディアン使用時 
リトルエンディアンで動作する場合は、コンパイラオプションのエンディアンの設定で “Little-endianデー
タ” を指定してください。4.3 オプション設定メモリのMDESはリトルエンディアンの値になります。 

 

5.1.2 ビッグエンディアン使用時 
ビッグエンディアンで動作する場合は、コンパイラオプションのエンディアンの設定で “Big-endianデー
タ” を指定してください。4.3 オプション設定メモリのMDESはビッグエンディアンの値になります。 



RX63Tグループ コンパレータ検出による POEの PWM出力遮断方法について 

R01AN1404JJ0100  Rev.1.00  Page 25 of 26 
2014.05.14 

6. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 

 
 
 

7. 参考ドキュメント 
ユーザーズマニュアル：ハードウェア 

RX63Tグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.2.00 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
テクニカルアップデート／テクニカルニュース 
（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
ユーザーズマニュアル：開発環境 

RXファミリ C/C++コンパイラパッケージ V.1.01 ユーザーズマニュアル Rev.1.00（V.1.02添付資料含む） 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
アプリケーションノート 
「RX63Tグループ 初期設定例」Rev.1.00(R01AN1252JJ0100) 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 



RX63Tグループ コンパレータ検出による POEの PWM出力遮断方法について 

R01AN1404JJ0100  Rev.1.00  Page 26 of 26 
2014.05.14 

ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/contact/
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改訂記録 

Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
1.00 2014.05.14 — 初版発行 
 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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